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【 こ の 分 野 に 関連 する 「 い わ て 幸福 関連 指標 」】 


B 単 | RRE FERRE 計画 目標 値 
位 | 2017 | 2019 | 2020 | 2021 | 2022 
① 健康 寿命 平均 自立 期間 】 


IR 
(男性 ) 79. 39 (2016) 79. Q 3 (2018) 80. 09 (2019) g0. 3 4 (2020) g0. 60 (2021) 
(女性 ) T g3, 96 (2016) 84. 3 ] (2018) 84. 49 (2019) 84. 66 (2020) 84. Q4 (2021) 


D が ん 、 心 疾患 及び 脳 血 管 疾患 で 死亡 する 人 数 [10 万 人 当たり 〕 


805.17") 295, QU | 2808 00 | 2010 | 270.09 
A 


O BREM (10 万 人 当たり 】 

D 地域 名 括 ケア 関連 | | | | | | 
mee) H 
(在宅 医療 連携 拠点 の 事業 区 域 数 [MP 

【 参 考 指標 (実績 値 )】 

健康 寿命 〔 日 常 生 活 に 制限 の な い 期 間 ] (2016 年 : 和男 性 71. 85 年 、 婦 性 74. 46 4) [厚生 労働 科学 研究 ]、 

喫煙 率 (2016 年 : 22.6%) [国民 生活 基礎 調査 (厚生 労働 省 ) | 

[ 注 1] 全国 を 100 と し た 水準 

※ 上記 の 表 中 、 右 上 に ( ) を 付 し た 数 値 は 、 表 頭 の 年 度 以外 の 年 度 の 実績 値 又は 目標 値 を 示 し て いま す 。 




















< 
= の バシ フレ に つい て TOSS 


平成 31 年 (2019 年 3 月 に 「 い わ て 県 民 計 画 (2019~2028)」( 以 下 、「 計 画 」 と いう 。 ) を 策定 し まし た 。 

この 計画 で は 、 県 民 一 人 ひと り が お 互い に 支え 合い な が ら 、 幸福 を 追求 し て いく こと が 出来 る 地域 
社会 を 実現 し て いく た め 、「 健 康 ・ 和 余暇 」、「 家 族 ・ 子 育て 」、「 教 育 」、「 居 住 環 境 ・ コ ミュ ニテ ィ 」、 「 安 
全 」、「 仕 事 ・ 収 入 」、「 歴 史 ・ 文 化 」 及 び 「 自 然 環 境 」 の 各 分 野 と これ ら を 下支え する 共通 的 土台 と し て 
の 「 社 会 基盤 」、「 参 画 」 を 加え た 10 の 政策 分 野 を 設定 し 、 そ れ ぞ れ の 分 野 に 応じ た 様々 な 取組 を 展 
開 し て いる と ころ で す 。 

この パン フレ ッ ト は 、 複数 の 政策 分 野 に わた る 施策 等 に つい て 、 一 覧 性 を 高め 「 い わ て 県 民 計画 
(2019 て 2028)」 や 県 の 取組 等 に 対す る より 一 層 の 理解 を 図る こと を 目的 と し て 、 長期 ビジ ョ ン や 政策 
推進 プラ ン の 内 容 を 再 構成 し た も の で す 。 





体 の 健康 づく り 


1 現状 と 課題 
平成 28 年 (2016 年 ) に お ける 本 県 の 健康 寿命 は 、3 年 に 1 度 の 国民 生活 基礎 調査 (大 規模 調査 ) の 
結果 を も と に 、 日 常 生活 に 制限 の な い 期 間 の 平均 で 算定 し た も の で は 、 男 性 が 71.85 年 (全国 28 fiz), 
女性 が 74.46 年 (全国 34 位 ) と な っ て いま す 。 
また 、 日 常 生活 動作 が 自立 し て いる 期間 の 平均 か ら 算 定 し た 健康 寿命 (平均 自立 期間 ) は 、 男性 79. 32 
年 、 女 性 83.96 年 と な っ て いま す 。 








本 県 の が ん 、 心 疾患 及び 脳 血 管 疾 串 な どの 生活 習慣 病 ' に よる 死亡 率 は 全国 高位 と な っ て いま す 。 こ 
Ne に は 、 望 まし い 食 生 活 の 実践 、 運 動 等 に よる 身体 機能 の 
維持 や 各種 検診 等 の 受診 率 の 向上 等 、 ラ イフ ステ ー ジ に 応じ た 切れ 目 な い 健康 づく り の 推進 が 必要 で す 。 





2 取組 の 基本 方 向 


県 民 が 健やか に 生活 で きる よう 、 生 活 習 慣 の 改善 や 社会 環境 の 整備 、 県 産 農 林 水 産物 の 機能 性 成分 に 
着目 し た 取組 な ど に より 、 生 涯 を 通じ た 健康 づく り を 進め ます 。 


県 立 病院 ・ 大 学 等 で 保有 する 医療 デー タ 健 診 機関 で 保有 する 健 診 デ ー タ 等 を 生か し 、 健 康 ・ 医 療 ・ 
介護 デー タ を 連結 する ビッ グ デ ー タ の 連携 基盤 を 構築 し 、 そ の 活用 を 通じ て 、 健 康 寿 命 が 長 くい きい き 
と 暮らす こと の で きる 社会 の 実現 を 目指 し ます 。 


3 いわ て 県 民 計画 (2019 こ 2028) に お ける 位置 付け 


【 長 期 ビ ジョン 】 
aor 関係 箇所 


ama "RE O 生涯 に わた り 心 身 と も に 健やか に 生活 で きる 環境 を つく り ま す 


① ライ フス タイ ル に 応じ た 新しい 働き 方 を 通 、 一 人 ひと り の 能力 を 発揮 で き 
る 環境 を つく り ま す 


健幸 づく り 


O 個別 疾患 を 抽出 する シス テム の 構築 
oo. ② 健康 ・ 医 療 ・ 介 護 デ ー タ を 連結 する 連携 基盤 の 構築 
③ ビッ グ デ ー タ を 活用 し た 健康 対策 の 推進 





VRE A: 食 習 慣 、 運 動 習 慣 、 休 養 、 喫 煙 、 飲 酒 等 の 生活 岩 慣 が 、 そ の 発症 や 進行 に 関与 する 病気 。 
“機能 性 成分 : 高血圧 や 動脈 硬化 を 予防 する な ど 、 健 康 を 保つ た め に 効果 が ある 成分 。 
2 


【 政 策 推進 プラ ン 】 


① 生涯 を 通じ た 健康 づく り の 推進 
目標 : が ん 精密 検査 受診 率 
【现状 值 : 胃 (2015 年 )89.7% 2022 年 : (2020 年 ) 94. 0%] 
【 現 状 値 : 肺 (2015 年 )91.9% 2022 年 : (2020 年 )95.0%】 
【现状 值 : 大腸 (2015 年 )82.8% 2022 年 : (2020 年 ) 90. 0%] 
【现状 值 : 子宮 ( 杜 ) (2015 4F) 88. 4% 2022 年 : (2020 年 ) 94. 0%】 
政策 項目 【现状 值 FL (2015 年 ) 96. 3% 2022 年 : (2020 年 ) 98. 0%] 
健康 ・ 余 暇 P. 7 4 : 特定 健康 診査 受診 率 
【现状 值 : (2016 年 )52.0% ~ 2022 年 : (2021 年 )67.69%】 
: 岩手 県 脳卒中 予防 県 民 会 議 の 会 員数 
【 現 状 値 485 团体 ~ 2022 年 : 620 団体 】 
: 健康 的 な 食事 推進 マス ター の 養成 
[ 黑 计 ] 【现状 值 : 一 ~ 20224 : 600A] 
: 健康 経営 宣言 事業 所 数 
【 現 状 値 : 625 事業 者 ~ 2022 年 : 1,100 事業 者 】 









































政策 項目 | や いき いき と 働き 続け る た め の 健 康 づ くり の 推進 
家族 ・ 子 育て | P.55 9 目标 : 健康 経営 宣言 事業 所 数 
【 現 状 値 : 625 事業 者 ~ 2022 年 : 1,100 事業 者 】 


政策 項目 ④ 雇用 ・ 労 働 環境 の 整備 の 促進 
仕事 ・ 収 入 | P.151 21 目标 : 健康 経営 宣言 事業 所 数 
【 現 状 値 : 625 事業 者 て 2022 年 : 1,100 事業 者 】 


4 具体 的 な 取組 
政策 項目 具体 的 推進 方 策 | ① 生涯 を 通じ た 健康 づく り の 推進 


・ 健康 づ くり に 関す る 正しい 知識 の 普及 啓発 ・ 健 康 教育 の 実施 
・ 受 動 喚 煙 防 止 対 策 の 周知 徹底 ・ 指 導 

・ が ん 検診 ・ 精 密 検 査 の 受診 率 向上 の 取組 促進 

・ が ん 検診 の 精度 管理 の 実施 

・ 特 定 健康 診査 の 受診 勧奨 の 強化 

・ 特 定 健康 診査 ・ 特 定 保健 指導 従事 者 研修 の 実施 
・ 有 病 者 に 対す る 重症 化 予防 の 取組 文 援 

・ 脳 卒 中 予防 県 民 運 動 の 推進 

・ 県 民 会 議 活動 へ の 理解 促進 

・ 健 康 的 な 食事 推進 マス ター の 礁 成 

・ 団 体 ・ 企 業 等 と 連携 し た 減 塩 対策 等 の 取組 促進 






































・ 県 産 農林 水産 物 の 機能 性 成分 を 活用 し た 研究 

・ 機 能 性 成分 の 実用 化 検討 ・ 商 品 開発 の 文 援 

・ 和 企業 等 に お ける 健康 経営 の 取組 促進 

・ 住 民主 体 の 介護 予防 の 取組 支援 

・ 医 療 保健 デー クタ 分析 ・ 調 査 研 完 に よる 健康 課題 の 情報 発信 





政策 項目 | 9 | 具体 的 推進 方 策 | ③ いき いき と 働き 続け る た め の 健康 づく り の 推進 
取組 概要 ・ 企 業 等 に お ける 健康 経営 の 取組 促進 


政策 項目 具体 的 推進 方 策 | ④ 雇用 ・ 労 働 環境 の 整備 の 促進 


取組 概要 ・ 和 企 業 等 に お ける 健康 経営 の 取組 促進 





5 県 以外 の 主体 に 期待 され る 役割 


・ 目 ら の 生活 習慣 改善 
・ 健 診 等 の 積極 的 な 受診 
・ 脳 卒 中 予防 、 健 康 づ くり 推進 の 県 民 運 動 の 参 


TEP TW, AES < り 失 人 の 上 運動 の 
・ 労 働 安 全 衛 生 の 観点 か ら の 支援 
事業 者 ・ 団 体 |. 健康 経営 の 取組 の 推進 

. 県 産 農林 水産 物 の 機能 性 成分 を 活用 し た 研究 、 商 品 開発 
医療 機関 ・ 高 等 教育 柚 ・ 県 民 の 健康 づく り の 取組 の 支援 

問 ・ 学 校 等 ” |・ 児 童 ・ 生 徒 の 健康 増進 

各種 健 診 等 や 健康 教育 、 普 及 記 発 

. 住民 に 対す る 個別 支援 、 保 健 指導 の 実施 

. 市 町 村 施設 に お ける 受動 喫煙 防止 対策 の 推進 


画 
画 








6 関係 する 個別 計画 
計画 期間 根拠 法令 等 


as 平成 30 年 度 (2018 年 度 ) 7 

la ー 令 和 5 年度 (2023 年 
本 平成 30 年 度 (2018 年 度 ) | 高齢 者 の 医療 の 確保 に 関 
eee als へ 令 和 5 年 度 (2023 年 度 ) | する 法律 


E 平成 26 年 度 (2014 年 度 ) に 
健康 いわ て 21 プラ ン ( 第 2 次 ) て 信和 4 年 度 (2022 年 度 ) 健康 増進 法 


cab oh ood ee) | 歯科 口腔 保健 の 推進 に 関 
PPG FREA TED | する 法律 、 岩 手 県 口腔 の 


一 分 和 4 年 度 (2022 年 度 ) | 全 麻 づくり 推進 条例 


ee 平成 30 年 度 (2018 年 度 ) | が ん 対策 基本 法 、 岩 手 県 
eee ee ご 令 和 5 年 度 (2023 EE) | | が ん 対策 推進 条例 


7 照会 先 
保健 福祉 部 健康 国保 課 電話 : 019-629-5468 メー ル ア ド レス : AD0003@pref. iwate. jp 


(岩手 県 保健 医療 計画 に つい て ) 

を 保健 福祉 部 医療 政策 室 電話 : 019-629-5492 メー ル ア ド レス : AD0002@pref. iwate. jp 
(第 3 次 岩手 県 が ん 対策 推進 計画 に つい て ) 

保健 福祉 部 医療 政策 室 電話 : 019-629-5416 メー ル ア ド レス : AD0002@pref. iwate. jp 


イ 一 歯 ト ー ブ 8020 プ ラン 





Wl ここ ろ の 健康 づく り 


1 現状 と 課題 
精神 疾患 に 対す る 誤解 や 偏見 は 依然 と し て 強く 、 ま た 、 疾 患 に 気づか ず 支 援 に つなが ら な い ケ ー ス も 
ある こと か ら 、 精 神 疾患 の 正しい 知識 の 普及 や 相談 窓口 の 周知 が 必要 で す 。 
本 県 で は 、 官 民 一 体 で 自殺 対策 を 推進 する 体制 が 構築 され て お り 、 包 括 的 な 目 条 対 筑 プロ グラ ム の 実 
践 や 岩 災 関連 目 殺 の 防止 に 向け た 取組 を 推進 し 、 本 県 の 目 殺 者 数 は 年 々 減少 傾向 に ある も の の 、 平 成 29 
年 (2017 Æ) の 上 自殺 者 数 は 262 AC AA 10 万 人 当たり の 自殺 死亡 率 21.0 は 全国 2 位 と な っ て いま す 。 





Sim 











2 取組 の 基本 方 向 
県 民 が ここ ろ の 健康 に 関心 を 持ち 、 精 神 疾患 の 初期 症状 や 前 兆 に 対処 する こと が で きる よう 、 ス トレ ス や 
精神 疾患 に 関す る 正しい 知識 の 普及 麻 発 を 行う と と も に 、 民 間 団 体 ・ 医 療 機関 な どの 連携 に よる ここ ろ の 健 

康 づ くり を 進め ます 。 


一 人 で も 多く の 目 殺 を 防ぐ た め 、 包 括 的 な 目 殺 対策 プロ グラ ム の 実践 や 自殺 の 多い 年 代 等 へ の 支援 強化 な 
ど に より 、 自 殺 予 防 の 取組 を 推進 し ます 。 


3 いわ て 県 民 計画 (2019 こ 2028) に お ける 位置 付け 


【 長 期 ビ ジヨン 】 
政策 分 野 関係 箇所 





RERE D 生涯 に わた り 心 身 と も に 健やか に 生活 で きる 環境 を つく り ま す 
【 政 策 推進 プラ ン 】 


ここ ろ の 健康 づく り の 推進 
目標 : 岩手 県 精神 保健 福祉 大 会 参加 者 数 
[累计 ] 【现状 值 : 566 人 ~ 2022 年 : 2,520 A] 
目標 : 精神 保健 基礎 研修 参加 者 数 
[累计 ] 【现状 值 91 人 ~ 2022 4 : 280 A] 

















③ 自殺 対策 の 推進 
目標 : 自殺 予防 の 担い 手 養成 研修 受講 者 数 
[累计 ] 【现状 值 : 1.279 人 ~ 202242: 5,200 A] 
目標 : 県 内 市 町 村 に お ける 包括 的 な 自殺 対策 プロ グラ ム の 実践 率 
【现状 值 : 89.3% ~ 2022 年 : 94%] 
目標 : 自殺 対策 に 取り 組む 市 町 村 ・ 民 間 団 体 へ の 支援 件 数 
【 現 状 値 :167 件 ~ 2022 年 : 228 件 】 





4 具体 的 な 取組 
政策 項目 具体 的 推進 方 策 | ② ここ ろ の 健康 づく り の 推進 


・ 県 民 が 正しい 知識 を 学ぶ 機会 の 提供 
・ 精 神保 健 福 祉 業務 従事 者 の 資質 向上 を 図る 研修 機会 の 提供 





政策 项 目 具体 的 推進 方 策 | ③ 自殺 対策 の 推進 


・ 紳 民 一 体 と な っ た 目 殺 対策 の 強化 ・ 推 進 


・ 目 和 殺 予 防 の 担い 手 養成 研修 の 開催 
・ 包括 的 な 目 殺 対策 プロ グラ ム ARE IY) の 推進 
・ 目 殺 対 策 に 取り 組む 市 町 村 ・ 民 間 団 体 へ の 支援 





5 県 以外 の 主体 に 期待 され る 役割 


県 民 ・NPO 等 |・ 住 民 相 互 の 支え 合い 


" COA OPERA O REE 
RRE ME |. RERI A TEE BHRR 


・ 県 民 の 健康 づく り の 取組 の 支援 

・ 医 療 機関 の 役割 分 担 と 連携 の 推進 
医療 機関 ・ 学 校 等 |・ 自 殺 予 防 に 資す る 教育 、 普 及 啓 発 

・ 職 場 に お ける メン タル ヘル ス 対 策 

・ 児 童 ・ 生 徒 の 健康 増進 


・ 自 殺 対 策 の 普及 啓発 、 相 談 支 援 、 要 支援 者 へ の 早期 対応 、 住 民 組織 の 育成 及び 支援 








6 関係 する 個別 計画 
計画 期間 根拠 法令 等 


ー ー 平成 30 年 度 (2018 FE) a 

PTER EA ー 令 和 5 年 度 (2023 年 度 ) 
e 平成 30 年 度 (2018 SE) | 高齢 者 の 医療 の 確保 に 関 
吾 手 県 医療 党 適 正 化 計画 ~ 4550 5 年 度 (2023 ERE) | する 法律 


i 平成 30 年 度 (2018 年 度 ) — に 
岩手 県 障がい 者 ブラ ン へ 令 和 5 年度 (2023 年 度 ) 障害 者 基本 法 


岩手 県 障がい 福祉 計画 平成 30 年 度 (2018 FE) 


ご 合 和 2 年 度 (2020 年 度 ) | Ee 


本 に 平成 30 FE (2018 EE) 5 
FL メル < ~ ~ Ooms 平成 31 年 度 (2019 年 度 ) xt N 
岩手 県 自殺 対策 アク ショ ンプ ブ ラン -AE 5 年 度 (2023 年 度 ) 自殺 対策 基本 法 


7 照会 先 
保健 福祉 部 障がい 保健 福祉 課 電話 : 019-629-5450 メー ル ア ド レス : AD0006@pref. iwate. jp 


(岩手 県 保健 医療 計画 に つい て ) 

保健 福祉 部 医療 政策 室 電話 : 019-629-5492 メー ル ア ド レス : AD0002@pref. iwate. jp 
(岩手 県 地域 福祉 支援 計画 に つい て ) 

$ 保健 福祉 部 地域 福祉 課 电话 : 019-629-5421 メー ル ア ド レス : AD0004@pref. iwate. jp 








医療 体制 の 充実 


1 現状 と 課題 
2025 年 に は 団塊 の 世代 が 75 歳 以上 と な る な ど 、 高齢 化 に 伴っ て 医療 ・ 介 護 ニ ー ズ が ビ ピーク を 迎え る こ 
と が 予測 され て いま す 。 


本 県 の 人 口 10 万 人 当たり の 医師 数 は 全国 と 比較 し て 低い 水準 (全国 第 42 位 ) に あり 、 県 北 ・ 沿 岸 地域 
の 医師 不足 な ど 医 師 の 地域 偏在 の 問題 や 、 産 科 や 小児 科 な どの 特定 診療 科 の 医師 不足 が 続い て いま す 。 
一 方 で 、 奨学 金 覆 成 医 師 の キャ リア 形成 に 配慮 し た きめ 細か な 配置 調整 等 の 仕組 み が 整 備 さ れ 、 公 的 医 
療 機 関 へ の 医師 の 配置 が 進め られ て いま す 。 











県 内 の 就業 看護 職員 数 は 順調 に 増加 し て いる も の の 、 高 齢 化 の 進展 や 医療 の 高度 化 等 に 伴う 看護 職員 の 
需要 の 高まり に より 看護 職員 不足 が 続く こと が 見 込ま れ て いま す 。 


県 立 病院 ネッ トワ ー ク に よる 二 次 医 療 園 * ご と の 基幹 病院 の 整備 な ど 、 医 療 機関 の 機能 と 役割 分 担 に 応 
じ た 地 域 医療 連携 体制 が 整備 され て いま す 。 

また 、 全 て の 保健 医療 圏 域 べ へ の が ん 診療 連携 拠点 病院 * の 整備 や 小児 医療 反 隔 文 援 シス テム の 運用 な ど 
専門 医療 ・ 高 度 医療 を 効率 的 に 提供 する 体制 が 整備 され て いま す 。 


医師 を は じ め と し た 医療 従事 者 の 負担 を 軽減 する た め 、 医 療 機関 の 役割 分 担 な ど 県 民 の 適切 な 受診 行動 
に つなが る 医療 に 関す る 知識 の 普及 を 更に 推進 し て いく 必要 が あり ます 。 








核 家族 化 の 進展 や 、 出 産 年 齢 の 上 昇 な ど に よる リス ク の 高い 妊婦 の 増加 や 分 妖 を 取り 扱う 医療 機関 が 
減少 する 中 で 、 安 心して 子ども を 生み 育て る た め に は 、 悩 み を 抱え る 妊産婦 等 を 早期 に 発見 し 、 相 談 支 
援 に つなげ る と と も に 、 医 師 確 保 や 周 産 期 医療 機関 の 機能 分 担 と 連携 及び 救急 搬送 体制 の 充実 強化 に よ 
る 、 安 心して 出産 で きる 体制 整備 が 必要 で す 。 


2 取組 の 基本 方 向 
県 民 が 必要 な 医療 を 適切 に 受け られ る よう 、 医 療 従事 者 の 確保 ・ 定 着 対策 や 資質 向上 の 支援 な ど 、 医 
療 を 担う 人 づく り を 進め ます 。 








叫 者 の 立場 に 立っ た 次 の 高い 医療 サー ビス を 提供 する た め 、 市 町 村 、 医 師 会 な ど と 協力 し 、 医 療 機関 
の 役割 分 担 と 連携 、 救 急 医療 体制 や 周 産 期 医 療 体制 等 の 整備 を 推進 し ます 。 


地域 包括 ケア シス テム 5 の 構築 に 向け て 、 必 要 な 医療 提供 体制 を 整備 する た め 、 市 町 村 に よる 人 在宅 医療 連携 
拠点 の 設置 運営 を 文 援 する と と も に 、 和 在宅 医療 と 介護 の 連携 を 進め る 人 材 を 育成 し ます 。 





3 いわ て 県 民 計 画 (2019 て 2028) に お ける 位置 付け 
【 長 期 ビ ジョ ン 】 


② 必要 に 応じ た 医療 を 受け る こと が で きる 体制 を 充実 し ます 
ER- -RIR | P.62 | @ 介護 や 支援 が 必要 に な っ て も 、 住 み 慣 れ た 地域 で 安心 し て 生活 で きる 環境 を つ 


くり ます 


家族 ・ 子 育て ① 安心 し て 子ども を 生み 育て られ る 環境 を つく り ま す 








;二 次 医疗 圈 : 入院 を 中 心 と する 一 般 の 医療 需要 に 対応 する ほか 、 広 域 的 、 専 門 的 な 保健 サー ビス を 効果 的 、 効 率 的 に 提供 する た め の 疾 域 。 
4 が ん 診療 連携 拠点 病院 : 質 の 高い が ん 医療 の 全国 的 な 均 て ん 化 を 図る こと を 目的 に 整備 され た 病院 。 
* 地 域 包括 ケア シス テム : 高 齢 者 が 可能 な 限り 、 住 み 慣 れ た 地域 で その 有する 能力 に 応じ 自立 し た 日 常 生 活 を 営む ゆこ と が で きる よう に する た め 、 
医療 ・ 介 護 ・ 介 護 予 防 ・ 住 まい ・ 生 活 支 援 を 一 体 的 に 提供 する シス テム 。 

/ 





1 


——_ sss ep 医療 を 担う ひと づく J 
目標 : 病院 勤務 医師 数 (人 口 10 万 人 当たり ) 
【现状 值 : (2016 年 )130.6 人 ~ 20224 : (2020 年 )141.6 A] 
目標 : 商学 金 養 成 医師 及び 矢 帥 招 聴 に よる 県 内 従事 者 数 
【现状 值 : 62 人 ~ 2022 年 :235 人 】 
_— z 目標 : 就業 看護 職員 数 (常勤 換算 ) 
【现状 值 (2016 年 )16, 475A ~ 20224 : (2020 年 )16, 955 A] 
目標 : 県 内 看護 職員 養成 施設 卒業 生 の 県 内 就業 率 
【现状 值 65.6% ~ 2022 年 : 70.0%] 
: ナー ス セ ンタ ー 事 業 に よる 再 就業 件 数 
【 現 状 値 : 171 件 2022 年 : 195 件 】 
② E 
【现状 值 : 58. 6% 2022 年 : 63.0%] 
票 : 小児 医療 遠隔 支援 シス テム 利用 回 数 
p 13 政策 項目 【 現 状 値 : 139 回 2022 年 : 151 回 】 
2 票 : 周 産 期 救 急患 者 搬送 の コー ディ ネー ト 件 数 
【现状 值 : : 284 件 ~ 2022 年 : 330 件 】 
票 : 在宅 医療 連携 拠点 数 
[累计 ] 【现状 值 : 11 箇所 ~ 2022 年 : 15 箇所 】 
票 : 病院 の 耐震 化 率 
【 現 状 値 69.6% ~ 202242: 78.4%] 


政策 项 目 ③ 地域 包括 ケア の まち づく り 
P. 18 3 目标 : 地域 包括 支援 セン ター 職員 向け 業務 支援 研修 参加 者 数 
【现状 值 : 646 人 ~ 2022 年 : 650 A] 


② 安 全 ・ 安 心 な 出産 環境 の 整備 
政策 項目 目標 : 周 産 期 救 急患 者 搬送 の コー ディ ネー ト 件 数 
家族 ・ 子 育て | P.40 和 【现状 值 : 284 件 ~ 2022 年 : 330 件 】 
目標 : 産後 ケア 事業 実施 市 町 村 数 ( 他 市 町 村 と の 連携 を 含む ) 
【现状 值 : 3 市 町村 て 2022 年 : 33 市 町 村 】 


4 具体 的 な 取組 
政策 項目 具体 的 推進 方 策 | ① 医療 を 担う ひと づく り 


・ 医 学生 へ の 修学 資金 の 貸与 

・ 襲 学生 等 に 対す る 地域 医療 へ の 意識 付け の た め の セ ミナ ー の 開催 
・ 了 臨床 研修 医 の 指導 体制 ・ 環 境 整 備 の 強化 

・ 県 外 在住 の 即 戦 力 医師 に 対す る 招 際 活 動 

・ 畑 学 金 杖 成 医 師 に 対す る キャ リア 形成 支援 

・ 女 性 医師 の 働き や すい 環境 整備 、 産 科 医 等 の 勤務 環境 改善 
























































・ 奏 成 医師 の 医師 不足 地域 等 へ の 計画 的 な 配置 ・ 派 遣 

・ 看 護 職員 志望 者 の 拡大 、 養 成 施設 へ の 教育 環境 改善 文 援 

・ 看 護 学 生 へ の 修学 資金 貸与 

・ 新 人 看護 職員 の 離職 防止 に 向け た 研修 の 充実 

・ 看 護 職員 の ワー ク ・ ラ イフ ・ バ ラン ス の 推進 に 向け た 勤務 環境 改善 
・ 離 職 者 ・ ， ETRE © FRESE SCHR WIT FARR 

・ 各 段階 ・ 役 割 に 応じ た 研修 の 充実 、 看 護 の 専門 性 と 質 の 向上 














② 質 の 高い 医療 が 受け られ る 体制 の 整備 
・ 受 診 行動 等 に 関す る 意識 啓発 活動 の 実施 
・ 地 域 住 民活 動 団体 の 取組 支援 
・ 小 児 救 急 医療 体制 の 充実 (輪番 制 (盛岡 地区 )、 電 話 相談 事業 、 遠 隔 支 援 シ ステ ム の 実 
施 ) 
・ が ん 診療 連携 拠点 病院 等 の 機能 強化 
・ 救 命 救急 セン ター へ の 支援 
・ ド クタ ー へ ヘリ の 安全 か つ 円 滑 な 運航 
・ 情 報 通信 機器 を 活用 し た 専門 医師 に よる 診療 支援 
・ 周 産 期 母子 医療 セン ター の 運営 支援 
・ 周 産 期 医療 機関 の 機能 分 担 と 連携 の 推進 
・ 在 宅 医療 連携 拠点 を 設置 する 市 町 村 へ の 支援 
・ 在 宅 医 療 人 材 (医療 従事 者 及び 介護 関係 者 ) 育成 研修 の 実施 
・ 病 院 の 耐震 化 整備 支援 
・ 教 育 研修 ・ 訓 練 の 実施 (災害 医療 コー ディ ネー ター、DMAT 本 等) 


政策 項目 具体 的 推進 方 策 | ③ 地域 包括 ケア の まち づく り 
取組 概要 ・ 地 域 包括 支援 セン ター 職員 向け 業務 支援 研修 の 開催 


政策 项 目 | 6 | 具体 的 推進 方 策 | ② 安 全 ・ 安 心 な 出産 環境 の 整備 
・ 周 産 期 母子 医療 セン ター の 運営 支援 
・ 周 産 期 医 療 機関 の 機能 分 担 と 連携 の 推進 
・ 研 修 会 、 連 絡 会 議 の 実施 等 に よる 市 町 村 母 子 保健 事業 の 支援 
・ 子 育て 世代 包括 支援 セン ター の 設置 促進 
































5 県 以外 の 主体 に 期待 され る 役割 
県 以外 の 主体 


・ か か りつ け 医 を 持つ こと 、 医 療 情 報 の 適切 な 活用 
県 民 ・NPO 等 |・ 症 状 や 医療 機関 の 役割 に 応じ た 適切 な 受診 
・ 地域 医療 を 文 え る 県 民 運 動 の 取組 


ke DES 6) EEE DAAE ED > 
. 地域 医療 を 支え る 県 民 運動 の 取組 
事業 者 ・ 団 体 |. 馬 蝶 包括 ケア シス テム を 担う 人 材 の 育成 

・ 地 域 包括 ケ アシ ンス テム へ の 参画 


・ 良 質 な 医療 サー ビス の 提供 
・ 医 療 機関 の 役割 分 担 と 連携 の 推進 
・ 専 門 医療 、 高 度 医療 の 提供 等 
医療 機関 ・ 高 等 教育 機 ・ 市 町 村 等 と 連携 し た 妊産婦 の サポ ー ト 
関 ・ 学 校 等 ・ 医 療 機関 間 、 診 療 科 間 の 連携 


・ 医 療 人 材 の 育成 、 離 職 防 止 の 取組 
・ 新 卒 者 の 県 内 就業 促進 
・ 児 童 ・ 生 徒 の 健康 増進 


・ 県 と 連携 し た 医師 等 医療 人 材 の 養成 ・ 確 保 

・ 住 民 に 身近 な 医療 を 提供 する 体制 の 確保 

・ 在 宅 医 療 ・ 介 護 連携 体制 の 構築 

・ 地 域 医療 を 支え る 県 民 運 動 の 取組 

・ 保 健 ・ 医 療 ・ 介 護 ・ 福 祉 の 各 関 係 機関 と の 連 拓 強化 

ee ne mena Serene me ae eee ee mer ee 
JE 

・ 地 域名 括 ケ アシ ステ ム の 構築 及び 深化 ・ 推 進 

・ 周 産 期 医 療 に 係る 医療 機関 と の 連携 

・ 地 域 に お ける 切れ 目 の な い 妊 娠 ・ 出 産 支援 





6 関係 する 個別 計画 
根拠 法令 等 


AERA 
岩手 県 医療 費 適 正 化 計 画 a 

健康 いわ て 21 プラ ン ( 第 2 次 ) 健康 増進 法 

第 3 次 岩手 県 が ん 対策 推進 計画 ， a 


いわ て いき いき プラ ン 2020 平成 30 年 度 (2018 FE) re ee 
(岩手 県 高齢 者 福祉 計画 、 岩 手 県 介護 保険 事業 支援 計画 ) ー 令 和 2 年 度 (2020 年 度 ) | EALA, MERR 


sas nee 有 平成 30 年 度 (2018 年 度 ) 
岩手 県 障がい 者 ブラ ン こ 令 和 5 年 度 (2023 年 度 ) 障害 者 基本 法 


岩手 県 障がい 福祉 計画 平成 30 年 度 (2018 年 度 ) | ay 
時 ae 平成 30 年 度 (2018 年 度 ) ae 
岩手 県 障がい 児 福 祉 計画 信和 2 年 度 (2020 年 度 ) | 气 童 福 社 法 


T エド Pe 次 世代 育成 支援 対策 推進 
SN /| や か に 育む 条例 


7 照会 先 
保健 福祉 部 医療 政策 室 電話 : 019-629-5492 メー ル ア ド レス : AD00026@pref. iwate. jp 





(健康 いわ て 21 プラ ン に つい て ) 
保健 福祉 部 健康 国保 課 電話 : 019-629-5469 メー ル ア ド レス : AD0003@pref. iwate. jp 


(いわ て いき いき プ ブラン 2020 に つい て ) 
保健 福祉 部 長寿 社会 課 電話 : 019-629-5436 メー ル ア ド レス : AD0005@pref. iwate. jp 


(いわ て 障がい 者 ブ プラン に つい て ) 
保健 福祉 部 障がい 保健 福祉 課 電話 : 019-629-5447 メー ル ア ド レス : AD0006@pref. iwate. jp 


(いわ て 子ども ブラン に つい て ) 
を 保健 福祉 部 子ども 子育て 支援 課 電話 : 019-629-5470 メー ル ア ド レス :AD0007@pref. iwate. jp 


感染 症 対策 


1 現状 と 課題 
新型 イン フル エン ザ 等 新興 感染 症 の 発生 に 備え 、 関係 機関 と 連携 し た 訓練 の 実施 や 、 抗 イ ン フ ル エ ン ザ 
ウイ ルス 薬 の 備 著 な どの 取組 が 行わ ん れん て いま す 。 


グ ゲ グロー バル 化 の 進展 に 伴い 、 国 内 や 県 内 で 発症 事例 が 少な い 感 染 症 や 経験 の な い 感 染 症 が 発生 する こ 
と が 懸念 され て いま す 。 


肝炎 に つい て は 、 県 内 で 数 万 人 と も 推定 され る ウイ ルス 性 肝炎 の 早期 発見 及び ウイ ルス 陽性 者 の 確実 
な 治療 に よる 重症 化 予 防 が 課題 と な っ て いま す 。 

また 、 結 楼 に つい て は 、 高 齢 者 の 結核 患者 が 比較 的 多く 、 社 会 福祉 施設 等 に お ける 集団 感染 の 発生 も 
懸念 され る こと か ら 、 高 齢 者 に お ける 結核 対策 の 充実 が 求め られ て いま す 。 





Sim 














2 取組 の 基本 方 向 
感染 症 に よる 償 威 か ら 県 民 の 暮らし を 守る た め 、 感 染 症 に 関す る 情報 収集 や 正しい 知識 の 普及 啓発 、 
国 や 市 町 村 、 関 係 機関 、 団 体 等 と の 連携 な ど に よる 感 集 症 の 発生 や まん 延 を 防止 する 対策 を 推進 し ます 。 








3 いわ て 県 民 計画 (2019 こ 2028) に お ける 位置 付け 


【 長 期 ビ ジョ ン 】 
関係 箇所 


① 感 委 症 の 発生 や まん 延 を 防止 する 対策 の 推進 








目标 : 抗 イ ン フ ル エ ン ザ ウイ ルス 楽 の 備蓄 目標 達成 率 
【 現 状 値 100% ~ 2022 年 : 100%] 
E. 医療 圏 域 別 の 感染 症 発生 時 実 動 訓練 ・ 研 修 会 実施 率 
【 現 状 値 100% ~ 20224 : 100%] 











票 ・C 型 肝炎 ウイ ルス 検査 受検 率 
【 現 状 値 46% ~ 2022 年 : 50%] 





4 具体 的 な 取組 
政策 項目 具体 的 推進 方 策 | ① 感 染 症 の 発生 や まん 延 を 防止 する 対策 の 推進 


・ 新型 イン フル エン ザ 等 対 葉 連絡 協議 会 等 に よる 連携 体制 の 確保 


・ 抗 イン フル エン ザウ イル ス 楽 の 備蓄 ・ 保 管 管理 
. いわ て 感 梁 制御 支援 チー ム 等 と 連携 し た 訓練 の 実施 人 
・ ウ イル ス 性 肝炎 、 結 核 な ど 感 染 症 に 関す る 正しい 知識 の 普及 礎 発 





5 県 以外 の 主体 に 期待 され る 役割 


に 係る 正しい 知識 の 習得 と 励行 等 


・ 県 、 市 町 村 等 と 連携 し た 感染 症 対 葉 の 推進 


医療 機関 ・ 高 等 教育 | ・ 専 門 知 識 を 有する 医療 人 材 の 育成 
機関 学校 等 | 児童 ・ 生 徒 の 感染 症 予防 対策 


・ 感 染 症 対策 に 係る 地域 住民 へ の 情報 提供 、 き め 細 か な 相談 指導 及び 予防 接種 の 実 


等 
・ 発 生地 及び 隣接 市 町 村 の 防疫 作業 へ の 協力 











6 関係 する 個別 計画 
計画 期間 根拠 法令 等 


EK A, C JEK SAL, 


A oe a | の 患者 に 対す る 医療 に 関 
令 和 9 年 度 (2027 年 度 ) する 法律 


earner | 感染 症 D 予 防 及 区 感染 症 
岩手 県 結核 予防 計画 下 成 30 年 度 ( FEO | の 店 者 に 対す る 医療 に 関 


岩手 県 感染 症 予防 計画 


平成 30 年度 (2018 年 度 ”| 肝炎 対策 の 推進 に 関す る 
ーー AAAS = 
BF RAT RT HT E ご 令 和 4 年 度 (2022 EE) | 基本 的 な 指針 
— 平成 25 年 度 (2013 年 度 ) | 新型 イン フル エン ザ 等 対 
ーー Bar Fil ys ` SY 4 三 


後天 性 免疫 不全 症候 群 に 
eee 平成 31 年 度 (2019 年 度 ) ESC 
岩手 県 エイ ズ 対策 推進 プラ ン ご 令 和 6 年 度 2024 年 度 ) | PI OER PIA 





7 照会 先 
令 保健 福祉 部 医療 政策 室 電話 : 019-629-5466 メー ル ア ド レス : AD00026@pref. iwate. jp 
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保健 福祉 部 保健 福祉 企画 室 


〒020-8570 盛岡 市 内 丸 10-1 


TEL 019-629-5412 FAX 01-629-5419 
https://www.pref.iwate.jp/ 





